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編集後記

理屈ではごく簡単な作業のはずだった。 3年前に学会誌改革のワーキンググループで話しているときにはタカ

をくくっていたが，実際にはDτ?など先達があるはずもなかった。印刷会社も経験がなく，どちらも素人だった。

ともかく走り出すしかなかった。和文誌編集委員会の仕事は従来の「藻類」の印刷の質を可能な限り守りながら，

およそ半分の経費で年3号の和文誌を会員に届けることだった。

結果をいえば，ずいぶんと「ドジJを踏んだ。繰り返しテストをして万全を期したはずなのに，現実には印刷

の仕組みについて知らないことが多すぎて失敗が続いた。印刷屋さんに渡すフィルムの出力には1頁1300円の経

費が必要だが，東京の出力屋さんに受け取りにいくたびに冷や汗をかいていた。川嶋先生の美しい口絵の雰閤気

を十分に伝えることができなかった。論文や記事も，渡すぎたり簿すぎたり，コントラストが強すぎたり，しば

しば予想外の仕上がりになった。お詫ぴ申し上げる。印刷の試行錯誤はこの号でも続いている。

私の担当の最後の号， 44巻3号をお届けする。 43巻1号から 6冊，もう少しうまくできるつもりだったので，

やや紐a陀たるものがある。この業務は作業に細心の注意を払える凡帳面な人に向いており，私のようなアバウト

人聞はちと問題がある。 2年間，冷や冷やし，いらいらした方が多かったかと思う。文字化けなど自につく不手

際も多かったのに，励ましはいただいても，責められたことはなかった。それにしても好き勝手な編集をさせて

いただいた。ご支援とご協力にお礼を申し上げたい。

2年間の編集では，新機軸を打ち出すことも大事な仕事だった。総説・解説や研究技術紹介については多くの

方のご協力をいただいた。記事も積極的に出していただいた。しかし，いくつかの企画はついに実現できなかっ

た。これもお詫びしなければならないことのひとつである。

2年間，多くの方に論文，短報の審査，査読をお願いした。独断で審査員のお名前は公表してしないが，ほと

んどの方は大変熱心な，英文の国際誌なみの質の高い審査をしてくださった。投稿されたみなさんのなかには予

想外の厳しい意見や審査結果に戸惑われた方もあったと思う。しかしこれも会員の熱意の現れと考えていただき

たいと思う。ますますの投稿をお願いしたい。記事ももっと気楽に書いていただければよいと思う。

録事で報告されているように，次期の和文誌は北大の堀口さんが引き受けてくれた。現在の学会事務局の庶務

であり，その仕事ぶりはみなさんご存じの通り，安心してみていられる。安心して引退できる。

和文誌編集委員会井上勲
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海津環蝿・蕩場組戚 必揚の書グ

図鑑海藻の生態と藻礁
編者=徳田 鹿・川嶋昭二・大野正夫・小河久朗

本書は、天然の海で海藻ガどのような姿で生えている

のかをつぶさに毘てとることの出来る海藻生態図鑑であ

ると同時に、人為的に投入しだ藻礁に如何にして海藻を

生やすか、を紹介しだ世界に例のない図鑑でもある。

.85判 上製総ページ 198p
力ラ一ページ 179p

定価 14800円 (税込/送サービス〉

生態編でl革、緑藻42種、渇藻72種¥紅藻80種、酒草6橿の総計200橿をオ ル力ラーで紹介。

藻礁編では、藻礁、すなわち藻場造成用人工礁の構造や沈設位置を図示し、海中での藻礁上

の酒藻の生青状態、あるいは動物の情集状態を経時的に撮影しだ82点に及ぶ力ラー写真で示

しだ。

藻場造成にかかわる万々はもちろんのこと、海洋環境の保全に意欲と関山をお持ちの一般

の方々にも、本書は幅広く受け入れられるであろう。

英語版ち完成f|

Seaweeds 
ofJapan 
定@j15，000円〈税込/送サービス〉

東京都豊島区池袋 2-14-4 池袋西口スカイ ビル8F I緑書房|飢(3590)4州 振替/東京4-2758. 6-804 



藻類のライフヒストリーをオリジナルの線図に解説をつけ見聞きで示すf

藻類の生活史集成全3巻堀 輝三編(送料各巻450円)

85半U• 450頁・定価8.240円
85半U・424頁・定価8.240円
85判・ 372頁・定価7.210円

第1巻緑色藻類(1B5種)
第E巷褐藻・ 紅 藻 類 ( 171種)
第3巻単細胞・鞭毛藻類(146種)

藻類の研究者115名が自らの研究成果と資料をもとに執筆に当り，現時点で明らかになってい

る藻 (502種)の生活史・生活環を線図で集大成した初めての本。

本書の構成は，図を左頁に対面する頁に和英の解説文をつけて 2ページを 1単位として組

み立てである。執筆者によるオリジナルの線図は，藻類のライフサイクルを一見して理解させ

それに簡明な解説を付す。さらに教育的配慮から多くの種について分布図を，そして各巻ごと

に同義語を，各巻の巻末に学名総索引・和名索引を収録して読者が使いやすいよう工夫した。

藻類を専門とする研究者や中学・高校の生物の先生，水に関連する研究所や企業の方々を初め

藻類に興味をもっ人々にとって，長い間出版が望まれていた本である。[呈内容案付]

お蔭様で第16巷(100種)刊行， 1600種となりました。
第類の種の分類と同定を写真で解説。座右の手引書にお使い下さい。

淡水藻類:与具来第16巻 EF51i311ZP.210円
'....... ............， T. ， ~.-...... '..... --... 2穴・並製箱入り(干各3凹円)

既刊 トE巷定価4.120円/8-10巷定価5.150円/11巻~定価7.210円m巻町年g月刊)

繍陸上植物の起源i433ifZ;JLia
日本淡水藻図鑑

藻類学 総説

水の環境科学
鈴木静夫著

日本の赤潮生物写真と解説

藻類の生態

数理分類学

植物細胞遺伝工学台湾産浮遊性藻類(英文)

水辺の 科学 ナマコとウニ
一湖・川・湿原から環境を考える一 一民謡と猶のさかなの話一

鈴木静夫著 定価2.369円大島康箸 定価1.339円

内田老鶴圃
愚 112東京都文京区大塚 3-34-3 

電話(03)3945・6781 FAX (03) 3945-6782 

呈図書目録

(価格は税込)



学会出版物

下記の出版物をご希望の方に頒布いたしますので，学会事務局までお申し込み下さい。(価格は送料を含む)

1. r藻類Jパックナンバー 価格， 会員各号 1，750円，非会員3，0ω円， 30巻号(創立30周年記念増大号， 1・30

巻索引付き)のみ会員 5，0∞円，非会員 7，000円，欠号1・2巻， 4巻 1，3号， 5巻 1，2号， 6-9巻全号。

2. r藻類J索引 1・10巻，価格会員 1，5∞円，非会員2，∞o円， 11・20巻，会員 2，αm円，非会員 3，∞o円，創立

30周年記念「藻類」索引， 1・30巻，会員 3，∞o円，非会員 4，∞o円。

3.山田幸男先生追悼号藻類ぉ巻増補.1977. A5版， xxviii+418頁。山田先生の遺影，経歴・業績一覧・追悼文

及び内外の藻類学者より寄稿された論文50編(英文26，和文24)を掲載，価格7，∞o円。

4.日米科学セミナー記録 Con甘ibutionsω血esystematics of the benthic marine a1gae of血eNo曲 Pac出c.1. A. Abbott . 

黒木宗尚共編.1972.B5版.xiv+280頁， 6図版.昭和46年8月に札幌で行われた北太平洋産海藻に関する日米

科学セミナーの記録で， 20編の研究報告(英文)を掲載。価格4，∞o円。

5.北海道周辺のコンブ類と長近の増養猪学的研究 1977. B5版， 65頁。昭和49年9月に札幌で行われた日本藻

類学会主催「コンブに関する講演会」の記録。 4論文と討論の要旨。価格 1，1∞o円。
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